




要約:胎児・新生児の発育に関して、昨年度の基礎的検討結果を踏まえて、母子保健事業

に必要不可欠の緊急の問題を含む課題について、四つのグループに分かれて研究を行った。

(1)日本人の在胎別出生時体格基準値作成グループは、昨年度のシミュレーション研究で

得られたプログラムを用い、全国 12 施設の協力で得られた超音波断層検査で妊娠週が確

認された例について、在胎別出生時体重の中央値、10 及び 90 パーンタイル値を計算し、

子宮内体重発育曲線を完成した。(2)母乳栄養児の発育基準値作成グループは、昨年度に

得られた基準値の信頼性の確認作業を行い、地域や施設によるバイアスはほぼ無視できる

可能性を示した。(3)極低出生体重児の学齢・思春期発育基準値作成グループは、思春期

早期の発育、発達について検討し、骨年齢はほぼ歴年齢相当であり、骨密度については大

きな問題はなく、発育に関連する内分泌ホルモンについても明らかな異常は認めず、平均

的な極低出生体重児では思春期早期の発育でも小柄の可能性があることを示した。(4)成

熟度判定基準作成グループは、エコー検査で妊娠週が確認された例について、重回帰分析

による成熟度判定予測式を作成した。


